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小城市と日本生命保険相互会社佐賀支社
との包括連携に関する協定

佐賀県小城市 日本生命保険相互会社佐賀支社
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協定内容

◼ 目的
本協定は、甲及び乙が緊密に連携することにより、双方が
有する人的・物的資源を有効に活用して、市民の福祉の向上、
地域の活性化等を図ることを目的とする。

◼ 連携事項
（１）健康増進に関すること
（２）子育て支援に関すること
（３）高齢者支援に関すること
（４）産業振興・中小企業支援に関すること
（５）スポーツ振興に関すること
（６）環境保全に関すること
（７）くらしの安全・安心に関すること
（８）その他地域社会の活性化及び市民サービスの向上に関すること

◼ ８月８日 包括連携に関する協定を締結します。
◼ 小城市と日本生命保険相互会社佐賀支社は、「健康増進に関すること」に重点
的に取り組みます。
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取り組みの背景

◼ 小城市は令和７年３月に「おぎ健康プラン」を策定しました。
◼ 小城市の主要死因別死亡割合の推移を見ると３割が「がん」となっています。
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取り組みの背景

◼ 小城市の国民健康保険の特定健診受診率の推移を見ると佐賀県平均より低い。
◼ 小城市の年齢別を見ると市平均より４０～５９歳が低い。

「特定健診（国保）」や「がん検診」の受診勧奨が必要
４０歳～５９歳へのアプローチが特に必要
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小城市の取り組み

◼ 小城市では特定健診の受診勧奨を行っていますが、さらに市内の個人や企業に
周知していく必要があります。
✓ けんしんガイドブックの全戸配布
✓ 健診の案内
✓ ホームページ・LINEによるお知らせ
✓ おぎツクール（YouTube配信） など



日本生命保険相互会社の取り組み がん啓発活動

◼ ２０２３年度から「がん検診の受診をおすすめする取り組み」に着手。

日本生命グループは『誰もが、ずっと、安心して暮らせる社会』を目指し、

「人」「地域社会」「地球環境」のサステナビリティ向上に向けた取り組みを行っています。

そのうち「地域社会」領域では、全国47都道府県や、多くの市区町村との連携協定に基づき、

それぞれの地域・社会の課題に応じた様々な協働取り組みを進めています。

交通安全啓発活動
（２０２４年度より開始）

がん検診受診勧奨活動
（２０２３年度より開始）

地域の健康サポート活動
（２０２４年度より開始）

✓ 各アンケートを通じて、地域のお客様の声を収集し、回答に応じた情報提供を実施しています。
✓ 全国一律の取り組みに加え、健康増進・子育て支援・青少年の健全育成など、幅広い分野に
おいても、小城市に貢献をしてまいります。

2025年度 当社地域振興取組
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日本生命保険相互会社の取り組み がん啓発活動

◼ ２０２５年度からは、「ニッセイがん啓発プロジェクト」をスタートし、
従来の「がん検診受診勧奨活動」から「がん啓発活動」へと名称を変更しました。
引き続き地域の課題解決に向け社会的価値の提供に取り組んでまいります。

◎がん検診に関するアンケートビラのご案内

✓ 地域の皆様へアンケートを実施
✓ 回答内容に応じた情報提供
✓ 回答内容を集計・分析し、
地域の皆さまや自治体にフィードバック

また、自治体と協働でセミナー・イベント等を実施

２０２４年度は小城市で７５１名の方に
アンケートに回答いただきました。

日本生命は地域のがん検診受診率向上に取組んでまいります
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全国

全国的には男性は「胃がん」、女性は「子宮頸がん」・「乳がん」という回答が多いです。

（【1】で「はい」・「予定あり」と回答した方）受診した検診の種類を教えてください。
（複数選択可） （「予定あり」と回答した方は受診予定の検診の種類を選択してください）

男性

女性

小城市

※全回答者（未受診も含む）における各検診種類ごとの受診率

胃がん 肺がん 大腸がん 子宮頸がん 乳がん

胃がん 肺がん 大腸がん 子宮頸がん 乳がん

２

全国的には６～7月に受診される方が多いです。

（【1】で「はい」・「予定あり」と回答した方）

いつ受診されましたか？
（「予定あり」と回答した方は予定時期を選択して
ください）

小城市 全国
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１
（直近一年間で）

がん検診を受診されましたか？

国の目標の60％に比べると、

全国的にはまだまだ受診率は低いです。
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小城市

全国では、昨年度「受診していない」と回答された方(7.1万名）の中で、

約4人に1人が今年度「受診している」に変化しています！
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の回答をもとに最終集計結果を751名

（昨年度は410名の方がご回答）お届けします！

受診率向上にむけて
実施期間：2024年

7月29日(月) 11月24日(日)

全国で昨年度回答者の約1.7倍となる

約90万名の方々からご回答いただきました。
ご回答いただいた方々におかれましては、

ご協力賜りありがとうございました！

がん検診に関するアンケート

最終集計結果のご報告

受診率
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佐賀県小城市版
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◎「にっせーのせ！地域振興寄付金」

✓ がん検診に関するアンケートへの
回答1件につき１０円を日本赤十字社の
都道府県支部へ寄付

当寄付金を地域へ還元していくことで、
地域の健康増進にお役立ていただきます。

◎「一般社団法人 医学生によるがん教育推進協会」
への協賛

✓ 新学習指導要領において、中学校・高校の
保健体育でがんについて取り扱うことが明記

大人へのがん知識の浸透に加え、子どもに対する
がん教育の推進にも取組んでまいります。

◎「がん対策推進企業アクション」パートナー企業

パートナー企業として同プロジェクトへ積極的に参画
し、企業・職域におけるがん対策の推進に向け活動を
推進して参ります。▲アンケートご案内ビラ ▲集計結果ビラ・報告書
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日本生命保険相互会社の取り組み ニッセイ医療費白書

◼ 「ニッセイ医療費白書」による情報提供。
◼ 日本生命が金融機関として初めて厚生労働省から利用承認を得た匿名医療保険等
関連情報データベース（NDB）のデータを活用し、作成した医療費分析レポート。
小城市における疾病毎の有病率、1人当たり医療費を集計、性年齢調整することで、
高齢化率等の要素を排除した医療費課題を可視化し、医療費の傾向を分析可能。

◼ 「ニッセイ医療費白書」の提供を通じて、地域の皆様の健康増進への貢献を目指す。

＜ニッセイ医療費白書イメージ＞
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包括連携協定の期待される成果

◼「特定健診」や「がん検診」の受診勧奨の拡大
◼アンケート結果やニッセイ医療費白書の情報提供や
分析によるおぎ健康プランの推進
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スポーツ振興に関すること

◼佐賀バルーナーズのバスケットボール教室を秋頃に
小城市内で開催調整中


